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「新型コロナウイルスの謎と日本の奇跡」 

 

「環境エネルギーネットワーク２１」主任研究員 岸本哲郎 

中国から世界に拡散した新型コロナウイルスは 700 万人以上が感染し、約 40 万人が死

亡しています。特に米国では 200 万人近くが感染し、死者は 10万人に達しています。 

欧州でも感染拡大が広まり、イギリスでも 29 万人が感染し、死者は 4万人にもなって

います。中国から始まった感染の中心は欧州からアメリカに移り、現在は南米にも移って

きています。最終的には 100 万人規模の死者が出ると思われます。 

これによって経済活動は著しく停滞し、GDP はマイナス成長と大恐慌をしのぐのではと

も言われています。 

一方日本では感染者は 1万 7000 人あまり、死者は 900 人規模にとどまり、前期の国々

と比べると桁違いに少なくなっていて、諸外国から見ると日本の奇跡として賞賛されると

ともに大きな謎となっています。 

この原因として、日本では挨拶の時におじぎだけで欧米のように握手や抱き合う習慣が

無い、風邪や花粉症対策でマスクをする習慣が根付いている、きれい好きで入浴の習慣が

ある、家に入る時に靴を脱いで入る、その他テレビなどのマスコミが連日恐怖や不安をあ

おったため外出を控える人が多かった、などが言われていますがこれらの生活習慣だけで

はこのような感染者や死者の数の少なさは説明がつきません。政府の感染対策も万全なも

のだったとはとても言えません。 

このことは大きな謎となっていて、京都大学の山中伸弥教授もこの原因を突き止めるこ

とがワクチンや治療薬の開発に役に立つと言っています。 

この中で一つの論文が発表されました。今のところ一つの説であり医学的に検証された

ものではありませんが、謎を解く鍵となるかも知れませんし、内容は興味深いものなので

紹介したいと思います。 

 

研究内容は東京大学 先端科学技術研究センター の川村猛氏らによってまとめられ、5

月 15日に ZOOM ウェビナーで先行発表された後に、世界五大医学雑誌の一つである「The 

Lancet」に投稿済みです。 
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日本人は新型コロナウイルスに対して免疫を持っている可能性 

低い死亡率の原因？    MEDICAL 2020/05/19 

Credit:live2.nicovideo 

新型コロナウイルスに感染した日本人の免疫反応は、既に同種のウイルスに感染済みのパ

ターンを示した 

 日本人に免疫学習をさせたのは風邪コロナウイルスだった可能性がある 

 感染症の発生源から遠く離れた地域の生物は、感染症に耐性がない 

世界各地で感染を広げている新型コロナウイルスですが、国によって感染者の増

加率や死亡率に大きな差があることがわかってきました。これらの差は国による

検疫の違いの他に、ウイルスそのものが変異して引き起こされた可能性が以前の

研究で示唆されています。しかし今回、東京大学などの研究者たちによって日本

人の免疫反応が詳しく調べられた結果、日本人には新型コロナウイルスに対する

免疫が一部存在していることが示唆されました。これらの免疫力は、2003 年の

SARS 発生後もコロナウイルス（弱毒化したもの）が断続的に東アジアで発生して

おり、東アジア人の間に風土病として流行することで獲得されていたとのこと。

もし今回の研究結果が事実ならば、風土病となったコロナウイルスが、日本人に

新型コロナウイルスと戦うための免疫学習の機会をあらかじめ与えてくれたこと

になり、日本における低い死亡者の説明になります。 

https://live2.nicovideo.jp/watch/lv325951721
https://nazology.net/archives/tag/%E6%96%B0%E5%9E%8B%E3%82%B3%E3%83%AD%E3%83%8A%E3%82%A6%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%B9
https://nazology.net/archives/57448
https://nazology.net/archives/57448


では風邪コロナウイルスは、どのようにして日本人に免疫を与えていたのでしょ

うか？ 

即応抗体（IgM）と専門抗体（IgG）

Credit:Chiome Bioscience Inc 

ウイルスに感染すると、人間の体はウイルスを排除するための抗体が生産されま

す。私達が細菌やウイルスに感染したときに最初に生産される抗体が「IgM 抗体」

で、早期対応のための幅広いウイルス認識力を持っています。 

また、IgM 抗体によってある程度ウイルスの認識が進むと、対象となるウイルスの

排除に特化した「IgG 抗体」が作られます。 

IgG 抗体は感染を排除した後も残り続けるため、再度ウイルスが侵入したときに素

早く IgG 抗体が増殖でき、2回目の感染を防止します。 

Credit:mbl 

そのため、上の図のように、IgM 抗体と IgG 抗体のどちらが多いかを調べること

で、患者が似たようなウイルスに感染した経験があるかどうかの調査が可能にな

https://www.chiome.co.jp/newsletter/006.html
https://ruo.mbl.co.jp/bio/support/method/antibody-isotype.html


ります。もし日本人が新型コロナウイルスに対して免疫力を持っていた場合、IgM

抗体と IgG 抗体の増加パターンは上の図の右側のように、IgG 抗体の増加のほうが

先に高くなるはずです。 

では、実際の調査結果をみてみましょう。 

 

日本人は新型コロナウイルスに対して免疫がある？

 

日本人の感染者は学習の結果である「IgG 抗体」を新型コロナウイルスに対して素早く使

用できた。Zoom にて放映された資料の一部。/Credit:live2.nicovideo 

上の図は、東京大学をはじめとする研究者が、新型コロナウイルスに感染した日

本人の IgM 抗体と IgG 抗体の増加パターンを示したものになります。 

図が示す通り、日本人の感染者の多くが即応型の IgM 抗体より先に、学習によっ

て生まれる IgG 抗体を多く生産していました。 

このことは、日本人の多くが新型コロナウイルスに対する免疫学習を、既に行っ

ていたことを意味します。 

また今回の研究では、IgM 抗体の生産が緩やかな場合には、重症化しにくいことが

明らかになりました。 

重症化はウイルスによる直接的な細胞の破壊ではなく、免疫の過剰反応が原因と

して知られています。 

感染の初期において、広範な影響力を持つ IgM 抗体よりも、専門化された IgG 抗

体が多く生産されることで、免疫も過剰応答を避けることができると考えられま

す。 

https://live2.nicovideo.jp/watch/lv325951721


Zoom にて放映された資料の一部 /Credit:live2.nicovideo 

研究者は、免疫を持たせる原因となった存在として、東アジア沿岸部に存在する

未知のコロナウイルス（SARS-X）の存在を示唆しました。 

また、2003 年に SARS ウイルスが発生した以降も、東アジア地域では断続的にコロ

ナウイルスの発生が続いていた可能性も言及しています。 

そしてこれらの未確認のコロナウイルスが、東アジア人の多くに「先行して風邪

として感染」した結果、新型コロナウイルスに対する免疫力が獲得されたと結論

づけているのです。 

未知の風邪コロナがワクチンになっていた可能性

検疫体制の違いだけで死亡率が 116 倍も開くとは考えにくい。Zoom にて放映された資料の

一部/Credit:live2.nicovideo 

https://live2.nicovideo.jp/watch/lv325951721
https://live2.nicovideo.jp/watch/lv325951721


また、東大の研究以外にも、風邪コロナウイルスによって新型コロナウイルスに

対する免疫付与が行われたとする研究が存在します。 

中国の武漢大学によって行われた研究では、新型コロナウイルスに感染した経歴

のない人間の 34％に、新型コロナウイルスを認識する抗体の生産能力があること

がわかりました。 

この抗体は、新型コロナウイルスが発生するより前の 2015 年から 2018 年に得ら

れた血液サンプルにも存在しており、この抗体が新型コロナウイルス以外のウイ

ルス（おそらく風邪コロナウイルス）によってもたらされた可能性を示唆してい

ます。このころから中国の研究者は、既存の風邪コロナウイルスによって新型コ

ロナウイルスに対する免疫力が人間に付加されたと主張していました。日本と中

国の結論は多くの点で一致しており「断続的に発生する弱毒化した SARS（日本の

説）」または「古くからの風邪コロナウイルス（中国の説）」といった他のコロ

ナウイルスからの感染が、新型コロナウイルスに対する、一種のワクチンとなっ

たとしています。 

この事実は、風土病に対する一般的な認識と同様です。すなわち、感染症の発生

地域の人間・動物・植物には、何らかの耐性があるのに対して、遠く離れた地域

の生物には免疫がないとするものです。 

かつてのペストのように、元々はアジアの病気であったものがヨーロッパやアメ

リカに広がると、被害がより大きくなる傾向があります。国の検疫対応、変異し

たウイルスの型、そして今回明らかになった他のコロナウイルスによる事前の免

疫学習。新型コロナウイルスの流行の原因は様々であり、現状ではどれが決定的

な原因かはわかりません。しかしウイルスの情報が増えれば増えるほど、解決へ

の道も開けていくでしょう。 

                                以上 

https://www.medrxiv.org/content/10.1101/2020.04.17.20061440v1

